














































特異な性質を示す。したがって. 1) ン脂質と類似の親/~部と l疎水部を含む構造が得られれば.生体膜と向
機の機能を発現する素材の合成が可能になるで』うろう。
本研究では. rJン脂質に合まれるホスファチジルコリンと類似の構造を親水部とし重合性構造を疎水部
とするモノマーと.それらの重合で得られた疎水性の高分子鎖で親水部が固定された種々の新規rJン脂質
類似高分子を合成し天然の r)ン脂質を考慮した特性解析を行っている。まず.峠水性のアルキル鎖，コ
レステロールあるいはビタミンE単位と親水性ホスフ 7チジルコリン類似基を側鎖にもつアクリルアミド
モノマーを合成し，溶媒中での軍合によりリン脂質類似高分子を得ている。得られた両親媒性ポリマーの
固体構造はX操回折で調べられ，生体膜と同様の二分子層構造の生成を確認しアルキル鎖長ならびにア
ルキル鎖の数と層のl手さとの関連が明らかにされている。また，疎水性置換某として長鎖アルキル基を導
入した場合には，広い温度範囲で液品構造が発現することをボしている。これらの両親媒性ポリマーは，
;k面上で置換アクリ Jレアミドモノマーよりもより強同なしかも配列の規則性の高い単分子膜を形成し，高
い採取率で錬水性基板上に累積できることも見出している。さらに，ホスファチジルコリン類似基で置換
したアクリルアミドから得られた水溶性のポリマーについては，溶液粘度の測定により高分子電解質とし
ての特徴を認めている。架橋構造をもっ両親媒性ボリマーのハイドロゲルでも，二分子層構造が明らかに
されている。ホスファチジ、ルコリン類似越をセグメント化ポリウレタンの主鎖にも組み込んでおり，表面
解析によりホスファチジルコリン類似基が高分子膜表面に存在することを確認している。ジオール成分の
構造を変えたセグメント化ポリウレタンも合成され表白解析が行われている。これらのポリマーについて
の特性解析の結果は，ホスファチジ‘ルコリン類似基を含むセグメント化ポリウレタンが機械的強度にすぐ
れた高い血液適合性を示す特異な素材であることを示している。
このように，本研究ではホスファチジルコリン類似基を側鎖あるいは主鎖に含む種々の新規ポリマーを
合成し，特性ならびに構造解析により特徴的な機能の詳細を明らかにしており，応用化学なかでも高分子
化学の発展に寄与するところが大きいと判断する。よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を授与さ
れる資格があるものと認める。
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